
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動有能感を高める体育科学習の在り方 
 

 

 

 

－ e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバックを通して－ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市教育センター長期研修員 

福岡市立別府小学校  山下 広晃      

令和４年度 

研究報告書 

(第 1110 号) 
Ｇ６－０２ 

 体育科において、心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かな

スポーツライフを実現するための資質・能力を育成することが重視されている。しかし、運動

に親しむ児童が近年減少している。 

 そこで本研究では、eポートフォリオを活用して自己評価とフィードバックを行うことによっ

て、運動有能感を高める体育科学習の在り方を明らかにすることをめざした。 

 具体的には、eポートフォリオを活用して、児童に自分の動きを自己評価させ、記録・整理し

た自分の動きや自己評価を基に仲間や教師、保護者がフィードバックを行った。 

 その結果、運動有能感は高まった。特に、運動有能感を構成する三つの因子のうち、身体的

有能さの認知と受容感に作用することがわかった。運動領域に関わらず統制感に作用するに

は、運動の構造的特性を踏まえて適切な課題解決方法を選択できるよう工夫した上で矯正的フ

ィードバックを行うことや、記録の伸びだけでなくフォーム等の改善を重点として肯定的フィ

ードバックを行うこと、記録の伸びをより認知できる工夫をした上で肯定的フィードバックを

行うことが必要であることがわかった。 
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１ 主題について 

(1)  主題設定の理由 

① 国の動向から 

「小学校学習指導要領」（2018）における体育科の目標で

は、「心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康

を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・

能力を育成すること」が重視されている。しかし、「令和３

年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」（2021）に

おいて、運動やスポーツをすることが「好き」「やや好き」

と答えた児童は平成25年度に次いで低く（【資料１】）、全

国的に運動に親しむ児童が減少しているといえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、児童の体力合計点は男女ともに低下し（【資料

２】）、総合評価においては、男女ともにＡ＋Ｂ群が減少、

Ｄ＋Ｅ群が増加しており、Ｄ＋Ｅ群の割合は過去最大となっ

ている（【資料３】）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

さらに、運動やスポーツをすることが「好き」と答えた児

童ほど総合評価と体力合計点が高く、「嫌い」と答えた児童

ほど総合評価と体力合計点が低い（【資料４】）ことから、

運動やスポーツに対する意識と体力は密接に関わっており、

体育科の目標を達成するためには、運動やスポーツに対する

意識を高める必要があることがわかる。 

 

 

 

 

 ② 福岡市の教育の動向から 

第２次福岡市教育振興基本計画(2019)では、教育の目標と

なるめざす子ども像を「やさしさとたくましさをもち とも

に学び未来を創り出す子ども」としている。それを実現する

ために「健やかな体の育成」を施策の一つとし、「これから

の時代を拓く，たくましい子どもを育成するため，『遊び』

をキーワードとして運動習慣の基礎を培い，運動に親しむこ

とを通して，体力向上の取組みを推進」していくと述べてい

る。 

③ 福岡市の児童の実態から 

福岡市「令和３年度 全国体力・運動能力、運動習慣等調

査について」（2022）によると、体育授業が「楽しい」と回

答した福岡市の小学５年生の男女の割合は、平成31年度と比

較し減少しており（【資料５】）、一週間の総運動時間が

「０分」「１～59 分」と回答した割合が全国平均に比べて大

きい（【資料６】）。 

【資料５】体育授業が「楽しい」と回答した割合（％）（R3全国体力調査結果より作成）  

 小 5男子 小5女子 中2男子 中2女子 

全国 8.8 14.5 7.4 17.8 

福岡市 
9.2 

(↑0.4) 
16.0 

(↑1.5) 
9.5 

(↑2.1) 
22.0 

(↑4.2) 

【資料６】一週間の総運動時間が「０分」「１～59分」と回答した割合（％）（R3全国体力調査結果より作成）  

また、「各学校での取組み」として、「運動やスポーツを

することが好きな児童生徒の育成を目指した体育授業の実

施」や「ICT 機器を効果的に活用した授業の工夫・改善の実

施」、「運動の楽しさを実感し、工夫しながら運動する習慣

の定着につながるような、家庭等への働きかけ」等を挙げて

いる。 

①～③を踏まえ、これからの体育科学習を考える上でのキ

ーワードとして運動有能感に着目した。Klint ら(1987）は、

「スポーツで有能さを認知する人は参加を積極的に続けよう

とするだろうし、逆に有能感をもてない人はスポーツへの参

加が続かなくなるだろう」と述べ、運動やスポーツに積極的

 小５男子 小５女子 

平成 31 年度 75.1 58.8 

令和３年度 72.5（↓2.6） 57.4（↓1.4） 

【資料１】運動やスポーツへの愛好度の経年変化 

【資料２】小学校男女の体力合計点の経年変化 

 

【資料３】小学校男女の総合評価の経年変化 

【資料４】「運動やスポーツをすることが好き」と「総合評価と体力合計点」のクロス集計 
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に参加する児童を育てるには、運動有能感を高める必要があ

ることを示唆している。 

「令和３年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果」

(2021)でも、運動が嫌いな児童ほど、体育の授業で自分の動

きの質が向上していることを実感しておらず（【資料

７】）、運動有能感が低いと考えられる。 

 

 

 

 

 

以上から、運動に親しみ、豊かなスポーツライフを実現す

るための資質・能力を育成するために、運動有能感を高める

体育科の学習の在り方を明らかにしていくことが必要と考

え、本主題を設定した。 

(2)  主題及び副主題の意味 

① 運動有能感とは 

岡澤ら（1996）が提唱した運動場面における自信である。

これは、運動が上手にできる自信である「身体的有能さの認

知」、努力すれば、練習すればできるようになるという自信

である「統制感」、教師や仲間から受け入れられているとい

う自信である「受容感」の三つの因子で構成されていること

が示され、運動有能感測定尺度（【資料８】）を用いて測定

するものとされている。 

因子 質問項目 

身体的 

有能さ 

の認知 

１ 運動能力がすぐれていると思います。 

２ たいていの運動は上手にできます。 

８ 運動の上手な見本として、よく選ばれます。 

10 運動について自信をもっている方です。 

統制感 

３ 練習をすれば、必ず技術や記録はのびると思います。 

４ 努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思います。 

11 少しむずかしい運動でも、努力すればできると思います。 

12 できない運動でも、あきらめないで練習すればできるようになると思います。  

受容感 

５ 運動をしている時、先生がはげましたり、応援してくれます。 

６ 運動をしている時、友だちがはげましてくれたり、応援してくれます。  

７ いっしょに運動をしようとさそってくれる友だちがいます。 

９ いっしょに運動する友だちがいます。 

【資料８】運動有能感測定尺度の質問項目 

② eポートフォリオとは 

ポートフォリオをデジタル化したものである。体育科にお

いては、撮影した児童の動きや、それを評価したものを記

録・整理したものである。 

③ eポートフォリオを活用した自己評価とは 

 e ポートフォリオを用いて児童が自分の成果や課題を判断

し、学習を調整する材料にすることである。  

自己評価について、田中(2008)は「子どもたちが自分で自

分の人となりや学習の状態を評価し、それによって得た情報

によって自分を確認し今後の学習や行動を調整すること」と

述べている。 

体育科においては、自分の感覚のみを基にするのではなく、

動きを撮影して記録したものと、手本となる写真等や過去の

自分の映像を比べて、動きの局面ごとに自分で成果や課題を

明らかにし、その解決方法や次の課題を決める材料にするこ

とが考えられる。 

実践を行う５年生の児童は、これまで自分の動きを動画で

撮影する等して自己評価してきているが、体育に関する事前

アンケートにおいて、自己評価を適切にできていると思うか

を４段階評価させた結果、否定的回答をした児童が 37.5％お

り（【資料９】）、適切に自己評価ができているとは言えな

いことがわかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動場面における自己評価について、大後戸（2010）は

「運動学習において、運動技能を習得したり、パフォーマン

スを向上させるためには、学習者自身が技能レベルやパフォ

ーマンスの結果を適切に自己評価することで運動の修正を図

る必要がある」と述べており、自分の技能レベルやパフォー

マンスの結果を適切に自己評価することが運動有能感を高め

る方法の一つとして有効であると考えられるが、ICT を活用

した自己評価方法が運動有能感に与える影響については明ら

かにされていない。 

④ eポートフォリオを活用したフィードバックとは 

e ポートフォリオを用いて他者が児童の動きを見て、成果

や課題、解決方法を伝えたり称賛したりすることである。 

フィードバックについて、田中(2010)は「効果的な行動を

実現するために、自分の行動がもたらした結果をデータとし

て取り込み（フィードし）、次のより適切な行動のために活

用するシステム」としている。また、高橋ら（1991）は、適

切な行動に対する称賛を意味する「肯定的フィードバック」、

運動技能に対する修正を示す「矯正的フィードバック」、不

適切な行動に対する叱責や批判等の「否定的フィードバック」

と分類しており、高橋ら（1989）は、肯定的・矯正的フィー

ドバックと意図された学習成果には正の相関関係があること

を明らかにした。 

体育科においては、児童の課題を解決するために、教師や

仲間が児童の動きを直接見てフィードバックを行うだけでな

く、e ポートフォリオとして記録された動画と手本となる動

きを示した写真等を見比べてフィードバックをすることが考

えられる。また、学校外においても、保護者が児童の e ポー

トフォリオを基にフィードバックをすることも考えられる。 

実践を行う５年生の児童は、体育に関する事前アンケート

の結果、保護者からフィードバックを得た経験が少ないこと

がわかった（【資料10】）。 

 

 

 

 

 

 

【資料７】「運動やスポーツをすることが好き」と「体育の授業で自分の動きの質が向上していることを実感する」のクロス集計 

【資料９】体育科での自己評価に関する事前アンケート結果 

（人） 
  

否定的回答（全体の37.5%） 

 

肯定的回答（全体の62.5%） 

 

「体育の学習で、自分の動きが正しくできているか・できていないかなどが、自分自身ではっきり分かりますか。」に対する回答」 
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フィードバックと運動有能感の関わりについて、上江洲ら

（2011）、外山ら（2015）は、運動場面において、教師や学

習者相互、もしくは保護者がフィードバックすることで運動

有能感が高まることを示唆しているが、学校と家庭が連携し

ながら、e ポートフォリオを活用してフィードバックを行う

実践はほとんどない。 

 

２ 研究の目標 

 e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバックを

行い、運動有能感を高める体育科学習の在り方について明ら

かにする。 

 

３ 研究の仮説 

 e ポートフォリオを活用して、撮影した動きと手本となる

写真等や過去の動きを比較して自己評価させたり、撮影した

動きを基に仲間や教師、保護者がフィードバックを行ったり

することで、身体的有能さの認知や統制感、受容感に作用し、

運動有能感が高まるであろう。 

 

４ 研究の構想 

(1)  内容 

 e ポートフォリオを活用して、児童に自分の動きを自己評

価させ、記録・整理した自分の動きや自己評価を基に仲間や

教師、保護者がフィードバックを行うことで、運動有能感を

高める体育科学習の在り方を明らかにする。 

(2)  手だて 

 ミライシード・オクリンク（以後オクリンク）を使用し、

以下のような手だてを講じる。 

① eポートフォリオを活用した自己評価 

ア 撮影した動きと手本となる写真等を比較する 

 基本的に毎時間、授業中に撮影した動きと手本となる写真

等を比較させ、動きを局面ごとに自己評価させる。 

イ 過去の自分の動きと比較する 

 単元の途中にポートフォリオ検討会を行い、それまでに撮

影した動きから、自分の動きの変容を自己評価させる。 

② eポートフォリオを活用したフィードバック 

ア 仲間からのフィードバック 

 活動中や毎時間の振り返りで、仲間が作成した e ポートフ

ォリオを基に、肯定的・矯正的フィードバックを口頭で伝え

させたりカードに記録させたりする。単元の中盤と終了後に

行うポートフォリオ検討会では、肯定的フィードバックや矯

正的フィードバックをカードに記入させる。 

イ 教師からのフィードバック 

 ２時間に１回、授業後に、児童が提出した e ポートフォリ

オを基に、肯定的フィードバックや矯正的フィードバックを

カードに記入し、当該児童に送信する。 

ウ 保護者からのフィードバック 

単元の中盤と終了後に、児童が作成した e ポートフォリオ

を基に、肯定的フィードバックや矯正的フィードバックをカ

ードに記入するよう依頼する。  

(3)  検証の方法 

① 検証内容 

e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバック

は、運動有能感を高める上で有効であったか。 

② 検証授業 

○ ５年生 （体育科） ６月～７月 

○ ５年生 （体育科） ８月～９月 

③ 検証方法 

○ 実践後の児童へのアンケート分析 

 ・自己評価における課題解決方法の選択、運動の上達感へ

のつながり 

 ・仲間や教師、保護者からのフィードバックにおける課題

解決方法の選択、運動の上達感へのつながり 

○ 技能水準の変容 

○ 実践前と実践後の運動有能感の変容 

・岡澤ら（1996）によって作成された運動有能感測定尺度 

（３因子各４項目、計12項目）

 

５ 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 10】体育科でのフィードバックに関する事前アンケート結果 

（人） 
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６ 研究の実際 実践１ 

  第５学年 対象54人（２クラス） 

  単元名「のび伸びスイミング（水泳運動）」 

(1)   実践１のねらい 

① 研究のねらい 

 運動有能感を高めるために、水泳運動を行っている姿をeポー

トフォリオに記録・整理し、それを活用した自己評価とフィード

バックの有効性を明らかにする。 

② 単元計画（全８時） 

(2)  実際と考察 

① 自己評価 

 ア 実際 

第２時から第８時までの毎時間の活動の途中で、クラスの半

数を一人ずつ泳がせ、教師がオクリンクのビデオ機能を用いて

撮影した。撮影後、自己評価カード（【資料 11】）を用い、自

己評価カードの手本となる泳ぎの局面ごとの連続写真と見比べ

させながら◎〇△の３段階で自己評価をさせた。 

 

【資料11】自己評価カード 

児童は、自分の泳ぎの動画を手本となる写真と比べながら局

面ごとに自己評価していた。 

また、自己評価を基に次時に行う活動を選択させた（【資料

12】）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料12】課題解決活動の選択カード 

第５時と第８時終了後には、帯タイム等を利用してポートフ

ォリオ検討会を行い、これまで撮影した動画を見比べることで

自己評価させた。第５時終了後の検討会では、これまでに上達

したところと、できるようになりたいこと、そのために行う活

動を記入させた（【資料13】）。 

 
【資料13】ポートフォリオ検討会カード１（第５時終了後） 

第８時終了後の検討会では、これまでの自己評価カードを全

てつなげさせ（【資料 14】）、単元を通して上達したところを

記入させた（【資料15】）。 

 

【資料14】つなげたこれまでの自己評価カード 

 

【資料15】ポートフォリオ検討会カード１（第８時終了後） 

イ 考察 

 自己評価によって課題解決方法の選択や運動の上達につなが

ったかを尋ねたところ、課題解決方法の選択について肯定的回

答をした児童が全体の 81.5％で、そのうち 93.2％が、運動の上

達へのつながりについて肯定的回答をしていた（【資料 16】）。 

【資料16】自己評価に関する水泳運動事後アンケート結果 

主な学習活動 配時 

 教師が示した「水遊び」「もぐる・浮く運動」

「浮いて進む運動」を一斉に行い、泳力調査をす

る。 

１ 

 自分の力に合わせて、「もぐる・浮く運動」「浮

いて進む運動」をバディとともに行う。 
１ 

自分の目標とする泳ぎに近付けるために、自分の

課題に合わせた活動を選択し、バディと教え合い

ながら行う。 

６ 

局面ごとの手本となる写真 

（人） 

否定的回答（全体の 18.5%） 

93.2％ 

70.0％ 

肯定的回答（全体の 81.5%） 

 

自己評価をすることで、運動は上達しましたか。 
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これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.70で正の相関があ

った（p<0.01）。これらのことから、自己評価が課題解決方法

の選択につながり、運動の上達感につながったと考える。 

一方、自己評価による課題解決方法の選択について否定的回

答をした児童は全体の 18.5％で、そのうち 70.0％が運動の上達

へのつながりについて否定的回答をしていた（【資料 16】）。

このことから、課題解決方法が選択できなかった児童の多くは

運動の上達感が低いといえる。原因としては、手本となるもの

が写真のみであったことから、一連の動作のイメージがしにく

く、自分の課題を見付けることが難しかったことが推察され

る。 

自己評価をする場面において、より課題解決方法の選択をさ

せやすくするためには、局面ごとの写真だけでなく、手本とな

る動画を提示し、一連の動作のイメージをもたせた上で自己評

価をさせることが手だてとして考えられる。 

② フィードバック 

○ 仲間からのフィードバック 

 ア 実際 

 毎時間の振り返りを行う前に、記入した自己評価カード

（【資料 11】）をバディに見せ、フィードバックを行わせた。

第２時にはフィードバック用のカードにタイピングで記入させ

たが、第３時より時間短縮のために自己評価カードにオクリン

クの音声入力機能を用いて記録させた（【資料17】）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料17】自己評価カードに記録した仲間からのフィードバック（音声） 

児童には肯定的フィードバックや矯正的フィードバックを行

うよう留意させた。しかし、矯正的フィードバックについて、

伝えるべきポイントが当該児童の課題からずれている児童も見

受けられた。 

 また、第５時と第８時終了後に行ったポートフォリオ検討会

では、これまでに撮影した動画をバディとともに見比べさせ、

相手のカードにコメントを記入させた（【資料18】）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料18】ポートフォリオ検討会カード２（第５時終了後） 

イ 考察 

 仲間からのフィードバックによって、課題解決方法の選択

や、運動の上達につながったかを尋ねたところ、課題解決方法

の選択について肯定的回答をした児童が全体の 90.7％で、その

うち、98.0％が運動の上達へのつながりについて肯定的回答を

していた（【資料19】）。 

【資料 19】仲間からのフィードバックに関する水泳運動事後アンケート結果  

これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.65で有意な正の相

関があった（p<0.01）。これらのことから、仲間からのフィー

ドバックが課題解決方法の選択につながり、運動の上達感につ

ながったと考える。 

しかし、矯正的フィードバックについて、伝えるべきポイン

トが当該児童の課題からずれている児童が見受けられたことか

ら、一連の動きのイメージができていなかったり、適切な動き

についての知識を習得できていなかったりしていることが考え

られる。このことから、手本となる動きを局面ごとの連続写真

で示すだけでなく、動画で確認させる等の手だてが必要だと考

える。 

○ 教師からのフィードバック 

 ア 実際 

 撮影を行った児童について、提出させた e ポートフォリオ

（【資料 11】【資料12】）を基に肯定的フィードバックや矯正

的フィードバックを行った。フィードバックは、オクリンクで

文章を書いたカード（【資料 20】）を当該児童に送信して行っ

た。 

 

【資料20】教師からのフィードバック 

イ 考察 

 教師からのフィードバックによって、課題解決方法の選択

や、運動の上達につながったかを尋ねたところ、課題解決方法

の選択について肯定的回答をした児童が全体の 81.5％で、その

うち、95.5％が運動の上達へのつながりについて肯定的回答を

していた（【資料21】）。 

 

（人） 

 

肯定的フィードバック 

矯正的フィードバック 

 

 

98.0％ 

否定的回答（全体の 9.3%） 

肯定的回答（全体の 90.7%） 

次の人からフィードバックをもらうことで、運動は上達しましたか。（友達） 
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【資料21】教師からのフィードバックに関する水泳運動事後アンケート結果 

これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.80で有意な正の相

関があった（p<0.01）。これらのことから、教師からのフィー

ドバックが課題解決方法の選択につながり、運動の上達感につ

ながったと考える。 

一方、教師からのフィードバックによる課題解決方法の選択

について否定的回答をした児童は全体の 18.5％であり、そのう

ち 80.0％が運動の上達へのつながりについて否定的回答をして

いた（【資料 21】）。このことから、課題解決方法が選択でき

なかった児童の多くは運動の上達感が低いといえる。これは、

【資料 20】のように教師からのフィードバックが文字によるも

のがほとんどで、課題となる動きを具体的に把握することが難

しく運動の上達感につながらなかったためだと推察される。 

○ 保護者からのフィードバック 

 ア 実際 

 第５時と第８時終了後に、児童にChromebookを持ち帰らせ、e

ポートフォリオを基に、保護者に肯定的フィードバックや矯正

的フィードバックをオクリンクのカードに文章を記入するよう

依頼した（【資料 22】）。授業に参加した全ての児童の保護者

からフィードバックが得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 考察 

 保護者からのフィードバックによって課題解決方法の選択

や、運動の上達につながったかを尋ねたところ、課題解決方法

の選択について肯定的回答をした児童が全体の 83.3％で、その

うち、95.6％が運動の上達へのつながりについて肯定的回答を

していた（【資料23】）。 

【資料23】保護者からのフィードバックに関する水泳運動事後アンケート結果 

また、これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.58で有意な

正の相関があった（p<0.01）。これらのことから、保護者から

のフィードバックが課題解決方法の選択につながり、運動の上

達感につながったと考える。 

(3)  実践１のまとめ 

① 全体考察 

 まず、技能の変容について述べる。第１時と、第８時までに

続けて泳いだ距離を調べたところ、第１時に 12.5m 未満の児童

は 33 人であったのが第８時終了後には９人に減少し、12.5m 以

上25m未満、25m以上の人数が増加していたことから、一定の技

能の高まりが見られた（【資料24】）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料24】実践１前後の泳力の変容 

 次に、運動有能感とその因子の変容について述べる。実践１

前後の運動有能感の変容を調べたところ、実践１前は 41.6、実

践１後は 47.0 で、Wilcoxon の符号付順位検定の結果、有意に高

まっていることがわかった（p<0.01）（【資料25】）。 

【資料25】実践１前後の運動有能感の変容 

** p<0.01 

（人） 

 

 
95.6％ 

否定的回答（全体の 16.7%） 

肯定的回答（全体の 83.3%） 

 

次の人からフィードバックをもらうことで、運動は上達しましたか。（お家の人） 
  

 

（人） 

 

 

否定的回答（全体の 18.5%） 

80.0％ 

 

肯定的回答（全体の 81.5%） 

95.5％ 

次の人からフィードバックをもらうことで、運動は上達しましたか。（先生） 
 

 
 

肯定的フィードバック 

矯正的フィードバック 

（人） 

【資料22】保護者からのフィードバック 
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運動有能感を構成する各因子の変容を調べたところ、実践１

の前後において「身体的有能さの認知」「統制感」「受容感」

のいずれの因子も、Wilcoxon の符号付順位検定の結果、有意に

高まったことがわかった（p<0.01）（【資料26】）。 

【資料26】実践１前後の運動有能感の各因子の変容 

前項で述べた実際と考察から、e ポートフォリオを活用した

自己評価と、仲間や教師、保護者からのフィードバックが課題

解決方法の選択、さらに運動の上達感につながり、統制感や身

体的有能さの認知が高まったことが考えられる。また、その過

程で仲間や教師、保護者から肯定的・矯正的フィードバックを

得たことで受容感が高まったことが考えられる。ただ、統制感

と受容感に比べ、身体的有能さの認知における値の高まりが小

さいのは、実践１前の身体的有能さの認知が他の因子に比べて

低いことから、自分の運動技能を肯定する感覚が元々低いこと

が原因の一つとして推察される。そのため、技能の高まりをよ

り認知させる自己評価やフィードバックの仕方の工夫が必要で

あると考える。 

② 成果 

○ 水泳運動において e ポートフォリオを活用した自己評価や

フィードバックが課題解決方法の選択、さらに運動の上達感

につながり、身体的有能さの認知と統制感が高まった。 

○ 仲間や教師、保護者からの肯定的・矯正的フィードバック

によって受容感が高まった。 

③ 課題 

● 自己評価において、自分の課題を見付けやすくするために

一連の動作のイメージができるようにする必要がある。 

● 仲間からのフィードバックにおいて、当該児童の課題に即

した矯正的フィードバックをさせるために、正しい動きの理

解を促す必要がある。 

● 教師からのフィードバックにおいて、自分の課題を見付け

やすくするために、視覚的なフィードバックを行う必要があ

る。 

● 技能の高まりを認知させる自己評価やフィードバックを行

う必要がある。 

 

７ 研究の実際 実践２ 

 第５学年 対象55人（２クラス） 

  単元名「リズムに乗って、より高く！（走り高跳び）」 

(1)  実践２のねらい 

① 研究のねらい 

 運動有能感を高めるために、走り高跳びを行っている姿を e

ポートフォリオに記録・整理し、それを活用した自己評価とフ

ィードバックの有効性を明らかにする。 

② 単元計画（全６時） 

主な学習活動 配時 

走り高跳びを試しに行い、最初の記録を測る。 １ 

 自分の記録を伸ばすために、自分の課題に合わせ

た活動を選択し、バディと教え合いながら行う。 
５ 

(2)  実際と考察 

① 自己評価 

 ア 実際 

第２時から第６時までの毎時間の活動中に、バディ同士でお

互いの跳躍をオクリンクのビデオ機能を用いて撮影した（第３

時は通信障害のため撮影なし）。撮影するタイミングは児童が

選択できるようにしたが、ほとんどの児童は活動の終盤に教師

の声掛けによって撮影を始めていた。撮影時、日光が画面に反

射することで画面が見えづらくなり撮影に苦労する様子が見ら

れた。撮影後、自己評価カード（【資料 27】）を用い、自己評

価カードの跳躍の局面ごとの手本となる連続写真と見比べさせ

ながら◎〇△の３段階で自己評価をさせた。 

 

【資料27】自己評価カード 

児童は、自分の跳躍の動画を手本となる写真と比べながら局

面ごとに自己評価していた。 

実践１の課題より、一連の動きのイメージをもたせた上で自

己評価できるように、手本となる動画のリンクを自己評価カー

ドに貼り付け、必要に応じて見ることができるようにした

（【資料27赤枠】）。その結果、活動中に必要に応じて手本と

なる動画を確認する児童が見られ、事後アンケートの結果、単

元の間に手本となる動画を１回以上見た児童は74.5%であった。 

 また、児童が行った自己評価を基に次時に課題とする局面を

選択させ（【資料 28】）、それを解決するための場で活動を行

わせた。 

  

 

 

 

 

 

 

【資料28】課題解決活動の選択カード 

** p<0.01 
** p<0.01 

** p<0.01 

局面ごとの手本となる写真 
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しかし、ある程度記録が伸びた後に、記録が伸びにくくな

り、課題の解決に苦労する児童が多く見られた。 

第４時と第６時終了後には、帯タイム等を利用してポートフ

ォリオ検討会を行い、これまで撮影した動画を見比べることで

自己評価させた。第４時終了後の検討会では、これまでに上達

したところと、課題を記入させた（【資料 29】）。 

 
【資料29】ポートフォリオ検討会カード１（第４時終了後） 

第６時終了後の検討会では、実践１の課題より、技能の高ま

りの認知をよりできるようにするために、第１時、第６時に絞

って自己評価カードをつなげて比較させた（【資料 30】）。そ

の後、単元を通して上達したところを記入させた（【資料

31】）。 

 

【資料30】第１時と第６時に絞ってつなげた自己評価カード 

 

【資料31】ポートフォリオ検討会カード１（第６時終了後） 

イ 考察 

自己評価によって課題解決方法の選択や運動の上達につなが

ったかを尋ねたところ、課題解決方法の選択について肯定的回

答をした児童が全体の 85.5％で、そのうち 91.5％が、運動の上

達へのつながりについて肯定的回答をしていた（【資料 32】）。 

 

【資料32】自己評価に関する実践２事後アンケート結果 

また、これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.42であり、

有意な正の相関が見られた（p<0.01）。これらのことから、自

己評価が課題解決方法の選択につながり、運動の上達感につな

がったと考える。 

 また、課題解決方法の選択について否定的回答をした児童は

14.5％で、そのうち 37.5％が運動の上達へのつながりについて

否定的回答をしていた（【資料 32】）。いずれの割合も、実践

１と比べて低くなっていることから、手本となる動画を提示し、

一連の動作のイメージをもたせた上で自己評価をさせたことに

より、自分の課題が明確になって課題解決方法の選択ができる

ようになり、運動の上達感が高まったと考えられる。 

② フィードバック 

○ 仲間からのフィードバック 

 ア 実際 

 毎時間の振り返りを行う前に、記入した自己評価カード

（【資料 27】）をバディに見せ、フィードバックを行わせた。

フィードバックは自己評価カードにオクリンクの音声入力機能

を用いて記録させた（【資料33】）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料33】自己評価カードに記録した仲間からのフィードバック（音声） 

児童には肯定的フィードバックや矯正的フィードバックを行

うよう留意させた。また、実践１の課題より、手本となる動画

を確認できるようにすることで一連の動きをイメージさせた

り、適切な動きについての知識をもたせたりして、フィードバ

ックが当該児童の課題からずれないようにした。しかし、伝え

るべきポイントが当該児童の課題からずれている児童が見受け

られた。また、当該児童の課題に対して適切な矯正的フィード

バックが行われていても、単元が進むにつれて記録の更新が難

しい児童が多く見られた。 

 また、第４時と第６時終了後に行ったポートフォリオ検討会

では、これまでに撮影した動画をバディとともに見比べさせ、

相手のカードにコメントを記入させた（【資料 34】）。実践１

の課題より、第６時終了後のポートフォリオ検討会では、全て

の動画ではなく、第１時と第６時の動画を見比べさせて、バデ

ィにフィードバックをさせるようにした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

【資料34】ポートフォリオ検討会カード２（第４時終了後） 

イ 考察 

 仲間からのフィードバックによって、課題解決方法の選択

や、運動の上達につながったかを尋ねたところ、課題解決方法

の選択について肯定的回答をした児童が全体の 70.9％で、その

うち、89.7％が運動の上達へのつながりについて肯定的回答を

（人） 

91.5％ 

37.5％ 
否定的回答（全体の 14.5%） 

肯定的回答（全体の 85.5%） 

自己評価をすることで、運動は上達しましたか。 
 

 

肯定的フィードバック 

矯正的フィードバック 

 

  

第１時 第６時 

 

局面ごとの手本となる写真 
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していた（【資料35】）。 

【資料35】仲間からのフィードバックに関する実践２事後アンケート結果 

これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.60で有意な正の相

関があった（p<0.01）。しかし、実践１に比べて課題解決方法

の選択について否定的回答をしている児童の割合が 29.1％と増

加し、そのうち 75.0％の児童が運動の上達へのつながりについ

て否定的回答をしている。このことから、仲間からのフィード

バックが課題解決方法の選択に役立った児童は運動の上達感に

つながっている一方で、課題解決方法の選択につながらなかっ

たことで運動が上達しなかったと感じている児童も実践１に比

べて多くいたことがわかった。 

○ 教師からのフィードバック 

 ア 実際 

撮影を行った児童について、提出させた e ポートフォリオ

（【資料 27】【資料28】）を基に肯定的フィードバックと矯正

的フィードバックを行った。実践１の課題より、課題を見つけ

やすくしたり技能の高まりを認知させたりするために、児童が

提出した動画をキャプチャしたものを用いてフィードバックを

行った（【資料36】）。 

 
【資料36】教師からのフィードバック 

 イ 考察 

 教師からのフィードバックによって、課題解決方法の選択

や、運動の上達につながったかを尋ねたところ、課題解決方法

の選択について肯定的回答をした児童が全体の 65.5％で、その

うち、94.4％が運動の上達へのつながりについて肯定的回答を

していた（【資料37】）。 

【資料37】教師からのフィードバックに関する実践２事後アンケート結果 

これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.79で有意な正の相

関があった（p<0.01）。しかし、実践１に比べて課題解決方法

の選択について否定的回答をしている児童の割合が 34.5％と増

加し、そのうち 78.9％の児童が運動の上達へのつながりについ

て否定的回答をしている。このことから、仲間からのフィード

バック同様、教師からのフィードバックが課題解決方法の選択

に役立った児童は運動の上達感につながっている一方で、課題

解決方法の選択につながらなかったことで運動が上達しなかっ

たと感じている児童も実践１に比べて多くいたことがわかっ

た。 

○ 保護者からのフィードバック 

 ア 実際 

 第４時と第６時終了後に、児童にChromebookを持ち帰らせ、e

ポートフォリオを基に、保護者に肯定的フィードバックや矯正

的フィードバックをオクリンクのカードに文章を記入するよう

依頼した（【資料 38】）。授業に参加した全ての児童の保護者

からフィードバックが得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料38】保護者からのフィードバック 

イ 考察 

 保護者からのフィードバックによって課題解決方法の選択

や、運動の上達につながったかを尋ねたところ、課題解決方法

の選択について肯定的回答をした児童が全体の 60.0％で、その

うち、84.8％が運動の上達へのつながりについて肯定的回答を

していた（【資料39】）。 

（人） 

 

 

89.7％ 

否定的回答（全体の 29.1%） 

肯定的回答（全体の 70.9%） 

次の人からフィードバックをもらうことで、運動は上達しましたか。（友達） 
 

75.0％ 
否定的回答（全体の 34.5%） 

78.9％ 

 

肯定的回答（全体の 65.5%） 
 

94.4％ 

次の人からフィードバックをもらうことで、運動は上達しましたか。（先生） 
 

（人） 

局面ごとの手本

となる写真 
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【資料 39】保護者からのフィードバックに関する実践２事後アンケート結果  

また、これら二つのSpearmanの順位相関係数は0.69で有意な

正の相関があった（p<0.01）。しかし、実践１に比べて課題解

決方法の選択について否定的回答をしている児童の割合が

40.0％と増加し、そのうち 77.3％の児童が運動の上達へのつな

がりについて否定的回答をしている。このことから、教師や仲

間からのフィードバック同様、保護者からのフィードバックが

課題解決方法の選択に役立った児童は運動の上達感につながっ

ている一方で、課題解決方法の選択につながらなかったことで

運動が上達しなかったと感じている児童も実践１に比べて多く

いたことがわかった。 

(3)  実践２のまとめ 

① 全体考察 

 ア 技能の変容 

 第１時の記録の平均は 70.6cm、第６時までの最高記録の平均

は 86.4cm であり、一定の技能の高まりが見られた。しかし、単

元が進むにつれ、記録の伸びが小さくなる傾向が見られた

（【資料40】）。 

 
【資料40】実践２の平均記録の変容 

・ 運動有能感の変容 

 実践２前後の運動有能感の変容を調べたところ、実践２前は

42.9、実践２後は 43.8 で、Wilcoxon の符号付順位検定の結果、

有意に高まったことがわかった（p<0.05）（【資料41】）。 

 

【資料41】実践２前後の運動有能感の変容 

運動有能感を構成する三つの因子の変容を調べたところ、実

践２前後で「身体的有能さの認知」と「受容感」で、Wilcoxon

の符号付順位検定の結果、有意に高まったことがわかった

（p<0.01）（【資料42】）。 

 

【資料42】実践２前後の運動有能感の各因子の変容 

 イ 身体的有能さの認知 

 身体的有能さの認知の高まりについて、まず、自己評価の観

点から述べる。自己評価は課題解決方法の選択、さらに運動の

上達感につながった。このことから、一連の動きのイメージを

もった上で、自分の動きを評価し、課題解決方法の選択をして

いく中で技能の上達を感じたことが身体的有能さの認知に作用

していると考えられる。 

また、実践１では身体的有能さの認知の伸びが三つの因子の

中で最も小さかったが、実践２では最も大きかった。このこと

から、ポートフォリオ検討会において、第１時と第６時の動画

を見比べさせ、動きの変容から自己評価させたことで、より技

能の高まりが認知できるようになり、身体的有能さの認知に作

用した可能性がある。 

次に、フィードバックの観点から述べる。教師からのフィー

ドバックで、児童が撮影した動画をキャプチャして技能の高ま

りを視覚的に捉えさせたことが、身体的有能さの認知に作用し

た可能性が考えられる。 

一方、仲間や教師、保護者からのフィードバックが課題解決

方法の選択や運動の上達につながっていないと感じている児童

が多くいることから、それぞれの矯正的フィードバックが身体

的有能さの認知に作用したとは考えにくい。しかし、仲間や教

師、保護者からの肯定的フィードバックが身体的有能さの認知

に作用した可能性が考えられる。 

 ウ 受容感 

 受容感の高まりについて、自己評価とフィードバックの観点

から考察する。実践１同様、e ポートフォリオとして記録・整

（人） 

84.8％ 

否定的回答（全体の 40.0%） 

肯定的回答（全体の 60.0%） 

 

次の人からフィードバックをもらうことで、運動は上達しましたか。（お家の人） 
 

77.3％ 

** p<0.01 

* p<0.05 

* p<0.05 

（cm） 
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理した自分の動きや自己評価を基に、仲間や教師、保護者から

肯定的フィードバックや矯正的フィードバックを繰り返し得た

ことが受容感に作用していると考えられる。 

 また、実践２では、技能の高まりに伴い、ある程度までは記

録の伸びが見られたが、それ以降は伸びにくくなった児童が多

く見られた（【資料 40】）。このことから、運動の記録の伸び

方に関わらず、フィードバックを行ったこと自体が受容感に作

用していると考えられる。 

エ 統制感 

 統制感が有意に高まらなかったことについて、自己評価とフ

ィードバックの観点から考察する。実践２では自己評価が課題

解決方法の選択や運動の上達感につながったのに対して、全て

のフィードバックで課題解決方法の選択につながっていない児

童が多く見られた。自己評価によって課題解決方法が選択で

き、いずれかのフィードバックでは課題解決の方法が選択でき

なかった理由を問う児童へのアンケート結果では、「どこがい

けないかはわかったけれどそこをどう改善したらいいかわから

なかった」「あまりコツがわからなかった」等、課題はわかっ

たが、具体的な解決方法はわからなかったという趣旨の回答が

29.3％で最も多かった。しかし、課題に対する解決方法は提示

していたことから、以下の二つが原因として考えられる。 

 ・ 課題解決方法の提示の仕方 

 走り高跳びの運動の構造的特性上、例えば振り上げ足を高く

上げることを課題とした場合、助走や踏み切りといった、その

前までの局面に原因がある場合があるように、児童が課題とし

た局面と、課題の原因となる局面が異なることがある。しか

し、実践２では、課題解決方法の選択肢として、運動局面を助

走、踏み切り、振り上げ足、抜き足の四つに分け、課題とする

局面に対応した解決方法を選択させるようにした。このことか

ら、適切な課題解決方法を提案する矯正的フィードバックがで

きなかった可能性が考えられる。よって、運動の構造的特性を

踏まえて課題解決方法の提示の仕方を工夫し、運動局面の課題

を順番に解決するように指導する等、適切な課題解決方法を選

択しやすくした上で矯正的フィードバックを行う必要があると

考える。 

・ 記録の伸びの停滞 

単元の後半では記録が伸びにくくなった（【資料 40】）こと

から、仲間や教師、保護者からの矯正的フィードバックによっ

て適切な課題解決方法を選択できていても、その解決方法が適

切であることを実感することができなかったことが考えられ

る。よって、運動の記録の伸び方を考慮して、記録の伸びだけ

ではなく、フォーム等の改善をより重点として肯定的フィード

バックをしたり、毎時間の記録の伸びを視覚化する等の工夫を

して記録の伸びをより認知できるようにした上で肯定的フィー

ドバックをしたりする必要があると考える。 

② 成果 

○ 走り高跳びの自己評価において、手本となる動画を確認で

きるようにして一連の動作のイメージをもたせ、より課題解

決方法の選択ができるようにしたり、初めと終わりの動画を

比較させたりすることで、身体的有能さの認知が高まること

がわかった。 

◯ フィードバックを視覚的にすることや、仲間や教師、保護

者からの肯定的フィードバックによって、身体的有能さの認

知が高まることがわかった。 

○ 運動の記録の伸び方に関わらず、e ポートフォリオを活用

した仲間や教師、保護者からのフィードバックが受容感を高

めたと考えられる。 

③ 課題 

● 運動の構造的特性を踏まえ、課題解決方法の提示の仕方を

工夫し、運動局面の課題を順番に解決するように指導する

等、適切な課題解決方法を選択しやすくした上で矯正的フィ

ードバックをする必要がある。 

● 運動の記録の伸び方を考慮し、記録の伸びだけではなく、

フォーム等の改善に重点を置いて肯定的フィードバックをし

たり、毎時間の記録の伸びを視覚化する等の工夫をして記録

の伸びをより認知できるようにした上で肯定的フィードバッ

クをしたりする必要がある。 

 

８ 研究のまとめ 

① 研究を通じて 

 ア 運動有能感とその因子の変容 

 運動有能感は、実践１と実践２の前後で有意に高まった

（【資料 43】）。運動有能感を構成する三つの因子については、

実践１と実践２で共通して身体的有能さの認知と受容感に有意

な高まりが見られ、実践１のみで統制感の高まりが見られた

（【資料43】）。 

○：有意な高まりあり -：有意差なし 

【資料 43】実践１、実践２前後の運動有能感の三つの因子の変容  

 イ 身体的有能さの認知 

まず、自己評価との関わりについて考察する。実践１と実践

２で共通して自己評価が課題解決方法の選択、さらに運動の上

達感につながり、身体的有能さの認知も有意に高まった。この

ことから、自分の動きを撮影した動画と局面ごとの連続写真を

見比べて自己評価し、課題解決方法の選択をしていく中で技能

の高まりを認知したことが、身体的有能さの認知を高めること

がわかった。 

 また、実践１では身体的有能さの認知の伸びが三つの因子の

中で最も小さかったが、実践２では最も大きかった。このこと

から、実践２のみで行った、手本となる動画を確認できるよう

にして一連の動きのイメージをもった上で自己評価させること

は、より身体的有能さの認知を高める上で有効であることが考

えられる。 

 ポートフォリオ検討会に関しては、実践後に行ったアンケー

トで、多くの児童がポートフォリオ検討会で自分の運動技能の

 

身体的 

有能さ 

の認知 

統制感 受容感 
運動 

有能感 

実践１ ◯ ◯ ◯ ◯ 

実践２ ◯ - ◯ ◯ 
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上達を感じていることがわかった（【資料44】）。 

 

【資料44】実践後のポートフォリオ検討会に関するアンケート結果 

 このことから、e ポートフォリオとして記録・整理した自分

の動きや自己評価を見比べさせて改めて自己評価させることは、

技能の上達を認知させ、身体的有能さの認知を高めることが示

唆された。これに関して、実践２の身体的有能さの認知の伸び

が三つの因子の中で最も高いことから、実践２のみで行った、

単元の初めと終わりの動画に絞って比較させることで、より身

体的有能さの認知が高まることが考えられる。 

次に、フィードバックとの関わりについて考察する。実践１

では仲間や教師、保護者からのフィードバックが、課題解決方

法の選択、さらに運動の上達感につながり、身体的有能さの認

知も有意に高まった。しかし、実践２では、全てのフィードバ

ックが課題解決方法の選択や運動の上達に有効に働いていない

と感じている児童が実践１に比べて多かったにも関わらず、身

体的有能さの認知が有意に高まった。これらのことから、矯正

的フィードバックが身体的有能さの認知の高まりと関係がある

とは考えにくい。よって、e ポートフォリオを活用した仲間や

教師、保護者からの肯定的フィードバックが身体的有能さの認

知を高めたと推察される。また、実践２では身体的有能さの認

知の高まりが三つの因子の中で最も大きかったことから、児童

の動きのよさを写真で示して、技能の高まりを視覚的に捉えさ

せることで、より身体的有能さの認知が高まることがわかっ

た。 

 ウ 受容感 

 自己評価とフィードバックの両面から考察する。実践１と実

践２で共通して受容感が有意に高まったことから、e ポートフ

ォリオとして記録・整理した自分の動きの動画や自己評価を基

に、仲間や教師、保護者から肯定的フィードバックや矯正的フ

ィードバックを繰り返し受けることで、受容感が高まることが

わかった。 

 また、走り高跳びの記録の伸び方を踏まえると、運動領域に

関わらず、e ポートフォリオを活用した自己評価を基にフィー

ドバックを行うこと自体が受容感に作用することが考えられ

る。 

 エ 統制感 

 自己評価とフィードバックの両面から考察する。統制感の高

まりと、自己評価とフィードバックの課題解決への有効性との

関係について【資料 45】に示した。統制感は、実践１で有意に

高まったが、実践２では有意に高まらなかった。自己評価は、

実践１と実践２で共通して課題解決方法の選択、運動の上達感

につながった。一方で全てのフィードバックにおいては、実践

１では課題解決方法の選択、運動の上達感につながったのに対

して、実践２では課題解決方法の選択につながっていない児童

が実践１に比べて多く見られた。 

 実践１ 実践２ 

統制感の有意な高まり ○ × 

自己評価の課題解決方法の選択、運動の上

達感へのつながり 
○ ○ 

全てのフィードバックの課題解決方法の選

択、運動の上達感へのつながり 
○ × 

【資料45】統制感の高まりと、自己評価とフィードバックの課題解決への有効性 

これらのことから、e ポートフォリオを活用した自己評価を

行い、それを基にしたフィードバックによって課題解決方法を

適切に選択させることができれば、統制感が高まることがわか

った。 

 また、実践２で統制感が高まらなかった原因として課題解決

方法の提示の仕方や記録の伸びの停滞が考えられることから、

以下の手だてを行うことで統制感に作用することが示唆され

た。 

・ 運動の構造的特性を踏まえて課題解決方法の提示の仕方

を工夫し、適切な課題解決方法を選択しやすくした上で矯

正的フィードバックをすること。 

・ 運動の記録の伸び方を考慮して、記録の伸びだけではな

く、フォーム等の改善をより重点として肯定的フィードバ

ックをしたり、毎時間の記録の伸びを視覚化する等の工夫

をして記録の伸びをより認知できるようにした上で肯定的

フィードバックをしたりすること。 

オ 運動有能感 

 実践１と実践２で共通して運動有能感が有意に高まったこと

より、e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバック

によって、運動有能感が高まることがわかった。また、運動有

能感を構成する三つの因子のうち、身体的有能さの認知と受容

感は実践１と実践２で共通して高まったことから、e ポートフ

ォリオを活用した自己評価とフィードバックは、運動領域に関

わらず、身体的有能さの認知と受容感に作用することで運動有

能感が高まることがわかった。統制感については、実践１のみ

で高まったことから、課題解決方法の提示の仕方や記録の伸び

方に影響されることが示唆された。 

 また、フィードバックに関して、実践後に行ったフィードバ

ックに関するアンケート結果を以下に示す。 

 

【資料46】実践後のフィードバックに関するアンケート結果① 

（人） 



 13

 

【資料47】実践後のフィードバックに関するアンケート結果② 

 

【資料48】実践後のフィードバックに関するアンケート結果③

 
【資料49】実践後のフィードバックに関するアンケート結果④ 

 【資料 46】【資料47】より、教師からのフィードバックは、

最も「やり方」がわかり、「役に立つ」ものであったことから、

身体的有能さの認知や統制感に深い関係があることがわかる。

また、【資料 48】より、保護者や仲間からのフィードバックは、

特に「やる気」につながるものであることがわかった。運動へ

の「やる気」は、「やればできる、努力すればできる」という

感覚につながることが考えられるため、保護者や仲間からのフ

ィードバックは統制感に深い関係があるといえる。そして、

【資料 49】より、保護者からのフィードバックは最も「嬉しさ」

を感じるものであったことから、受容感に深い関係があること

がわかる。 

これらのことから、仲間や教師、保護者からのフィードバッ

クは、児童にとってそれぞれ異なる影響があることがわかった。 

特に、保護者からのフィードバックは、単元の中で２回のみ

であったにも関わらず、児童にとって最も「やる気」になり、

「嬉しさ」を感じるものであったことから、統制感や受容感を

高めるのにとても有効であることがわかった。 

また、城間（2010）は、運動有能感の因子同士が相互に影響

を及ぼし合っている可能性が考えられることを述べており、

「『統制感』や『受容感』の高まりが『身体的有能さの認知』

を高めることは容易に想像できる」としている。このことから、

保護者からのフィードバックによって統制感や受容感が高まり、

そのことが身体的有能さの認知の高まりにもつながることが考

えられる。つまり、保護者からのフィードバックは運動有能感

を高めるための鍵になるといえる。 

今後は、自己評価や仲間や教師、保護者からのフィードバッ

クにおける、運動有能感を構成する三つの因子への作用の仕方

を考慮し、その内容や回数について検討していく必要がある。 

② 研究の成果 

〇 e ポートフォリオを活用した自己評価において、児童が撮

影した動画と連続写真を見比べさせることで、課題解決方法

が選択でき、技能の高まりを認知させ、身体的有能さの認知

に作用して運動有能感を高めることがわかった。また、単元

の初めと終わりの動画を比較して自己評価をすることが身体

的有能さの認知に作用し、運動有能感を高めることがわかっ

た。 

〇 e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバックに

おいて、児童が記録・整理した自分の動きの動画や自己評価

を基にして、仲間や教師、保護者が肯定的フィードバックを

行うことが、身体的有能さの認知に作用し、運動有能感を高

めることがわかった。その際、肯定的フィードバックを視覚

的に行うことが有効であることがわかった。 

〇 e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバックに

おいて、児童が記録・整理した自分の動きや自己評価を基に

してフィードバックを行い、課題解決方法を適切に選択でき

れば、統制感に作用し、運動有能感を高めることがわかっ

た。 

〇 e ポートフォリオを活用した自己評価とフィードバックに

おいて、e ポートフォリオとして記録・整理した自分の動き

や自己評価を基に、仲間や教師、保護者から肯定的フィード

バックや矯正的フィードバックを繰り返し受けることで、運

動領域に関わらず受容感に作用し、運動有能感を高めること

がわかった。特に、保護者からのフィードバックが統制感や

受容感を高めるのに特に有効であり、運動有能感を高めるた

めの鍵になることがわかった。 

③ 研究の課題 

● 運動領域に関わらず統制感を高められるように、運動の構

造的特性を踏まえた課題解決方法を提示し、適切な課題解決

方法を選択しやすくした上で矯正的フィードバックをする必

要がある。 

● 運動領域に関わらず統制感を高められるように、運動の記

録の伸び方を考慮して、フォーム等の改善をより重点として

肯定的フィードバックをしたり、毎時間の記録の伸びの視覚

化する等の工夫をして記録の伸びをより認知できるようにし

た上で肯定的フィードバックをしたりする必要がある。 

● 自己評価と仲間や教師、保護者からのフィードバックの運

動有能感への作用の仕方を考慮し、その内容や回数について

検討していく必要がある。 
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